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私には今気掛かりなことが二つある。
一つは、ここの

所毎日のように新聞記事にもなる虐待事件のことである。

そしてもう一つは、これも新聞などで取り上げられてい

る児童養護施設での体罰の問題である。前者は未成熟な

親の増加や規の社会的孤立が原因であり、後者は集団管

理的体質に原因があるが、乗力という本質は同じである。

有名人が 「うちの親父は巌しい人で、よく殴られ名

だから今の私がある4)すと言つたり、虐待をした親が、「こ

れが家の躾かたなんですから」というように、顧本には、

暴力に対し指定的な風潮がある。私の1施設でも、体討や

罰に1持す
~る
議論は多くあった。その時々で私自身、真剣

に対処 Lンたつもりでは在つたが、私自身が体罰の加害者

であつたことも多々あったと言わざるを得ない事を、子

ども達には大変申し訳ないと思つている。

この様な中で、数年前まで、少子高齢化社会の中で存

続が危ぶまれていた児童養護施設は、今どこも満杯の状

況である。施設に入つた子ども達は、親の虐待からは解

放さ瀬ノたものの、出常の雑務に追われ、子ども達との濃

密な関わりが持ちづらい今の児童養護施設で、虐待とい

う心の傷を何処まで癒せるかと思うと心が重くなる。こ

の子達が思春期を迎えたとき、本当に大丈夫かと言つた

ら自信がなし、今言える事は、この子達に施設で虐待の

追体験だけはさせたくなし、

子どもの権利条約が批准され、児童福祉法が50年 ぶ

りに大改正され、社会福祉法が施行される中で、栃木県

にも '権利ノート」が作られ、各施設には苦情処理窓日

も設置され、運営適正化委員会も開設された。近々、児

童福祉施設第二者評価基準施行事業も実施される。先達

達の努力により、「子どもの権利」を守るシステムは作ら

れた。これらに命を吹き込むのは、私たち現場の力では

ないだろう力単、「仏作つて魂入れず」にならないよう見守

っていきたし、

「星の家」にヤよ、暴力も罰もなし、星さんや美親tさん

と入母者とのやりとりを見ていると何となく元気が出て

くる。「星の家」に力をもらつて、もうしばらく頑張らね

ばと思う。



児童幅祉の現状と[星の家」

児童養護施設「養徳園」施設長 福田雅章

〔簡少年の畠立を支える会事務局長)

◎審議される農鶴

今田の児童福社の課題は何力、児童福祉関係者に聞え

ば、」中人演4「虐待」と答えるであろう。全国の児童相

談所に寄せられる虐待相談は、平成2年度の1,101件か

ら平成 12年度は 18,804件と、実に17倍 にもなつてい

る。しかもここ数年の伸び率は年駁沖衡%と いう急増ぶ

りである。親の虐待によつて子どもが死亡するという痛

ましい事件が新関紙ととを張わしているが、死に至らしめ

るような暴行を加えた親たちは、「いたずらしたからしつ

けのつもりでやつたJと いい、虐待しているという認識

がないことが多し、 どうモ)日本では、想像を絶するよう

な恐ろしいことでもしない限り、「虐待」にはならないか

のようである。

「車に子どもだけ残してパチンコする」こオ覗醍葬効ヽ

否力、多くの人は 「虐待Jと 答えるであろう。なぜなら

マスコミ報道の影響で、「熱射病による死」が連想される

からである。それでは、「子どもが
一人で夕食を食べる」

「子どもが寝入つたあと夫婦で出かける」はどうであろ

う。これらからは 「死」は連想されないが、「子どもを放

置している」という状態は、「車に子どもだけ残してパチ

ンコする」と何ら変わりはないのである。「子どもを馬鹿

呼ばわりする」「子どもが望まないのに早期教育を強要す

る,これらはアメリカでは明ら力Wこ虐待である。このよ

うに考えると、日本ではいつたいどれだけの虐待行為が

容認、放置されているのであろう力、

虐待が子どもの成長発達ヤこ深刻な影響をもたらすこと

は、最近随分知られるようになつてきた。例え,ま 多重

人格障害をはじめとした人協障害もまた虐待が原因とさ

れている。また、少年鑑別所や少年院に収容された、い

わゆる非行少年の実に7割以上が生育暦の中で虐待を体

験していたという。社会
一般から見れば「非そ辺奉 」も、

そうした少年と関わる我々から見れば 「被虐待児Jな の

である。

◎施設ではケア体制取れず

さて、虐待を受け保護された子どもたちは、どのよう

にして大人になっていくのであろう力、
一般社会の関心

は、親が子どもに何をしたのか、その結果、子どもがど

んな被害を被ったの力Wこ留まつているようである。「ひど

い親がいるもんだ」「子どもがかわいそうだ」ぐらいで、

その後の子どもの人生にまで関心は及ばないようである。

ひどい親から保護された子どもは、本当に幸せなのであ

ろう力、

保護され、親子分離を強いられた子ども達の多くが、

児童養護施設に入所することになるが、そこで養育サ
ー

ビスを受けることによつて、本当に 「社会的自立」の礎

が形成されるのであろうあ 筆者の施設は、40人 の入所

子どもに対して、子どもを直接ケアするワ
ーカーは 10

人である。ワーカーは、労働基準法に基づき週 4 0 時間

労働である。施設は生活の場であり、年中無体で動いて

いるので、通常、40人 の子どもに対し3～4″代のワ
ーカ

ーで対応せざるを得ないのが現実である。40人 の中には

幼児や障害児も多数いるので、そういつた子どもハヽのケ

アに追われて、その他の子どもへの対応がおざなりにな

りがちである。小中高校生だと、およそ 20人 の子ども

に対し 1人 のワーカーで対応しているのが日常であり、

「子ども達と真剣に向き合つていく」ことの大切さをわ

かつてはいるものの、十把丁絡げ的なケアになつてしま

うのが現実である。

また、居室にしても、10畳 ほどのところに4-5人 が

生活しており、中学生になってもプライバシ
ーが保障さ



☆ 支 え て くだ さ い t ☆
皆様のご協力によって

「青少年の自立を支える会」は生まれました。

会員の皆様一人ひとりの力が

子どもたちの自立を支えます。

入会、ご寄付のお申し込みは事務局までお願いいたします。

ご連絡下されrゴ資料をお送りいたします。

れないばかりが、他児に気を遺いながら生活し、一人に

なって心の傷を癒すこともままならないのである。実の

ところ、こうした生活環境で被虐待児をケアすること自

体、アビューズ 0旨寺)で あり、「施設入所はセカンド・

アビューズ」という声が施設関係者の中で起こってきて

いるのである。つまり、現状の児童養護施設では、その

生育暦ゆえに様々な課題を背負つた子どモ)達に、虐待か

ら逃れて生活する場を提供することはできても、彼らが

抱える課題にまで踏みこんでケアしていく体制はとられ

ていないのである。

◎ 「マイナス」からの支援

それでは、子ども達が背負っている課題とは何であろ

う力、筆者は、曜野軸 の形成であると考えている。

子どもは、その心 (自我)の 発達の第一段階において、

その後の人間形成にとつて最も重要な 「基本的信頼Jを

身に付けなくてはならなし、 これは、自分を無条件に愛

し、受け入れてくれる大人との間に形成されるもので、

普通ならば、親が 「基本的信頼」を結ぶ対象となる。し

かし、施設に入所する子ども達の多くは、親やそれに代

わる施設職員との間に 蜘 謡軸 が形成されないま

ま成長していくことになり、選くとも高校卒業時には施

設を出ていくことになる。

『星の家』の本来の機能は、家庭や施設で大人になる

ための基礎が培われていることを前提(スタートライン)

に、社会的自立に向けた支援を行うことである。しかし、

『星の家』の間を叩く子ども達をみると、皆 嵯勢的信

頼Jの館 で頼いている。つまり、『星の家』では 「マイ

ナス」の状態から社会的自立に向けた支援を行っている

のが現状であり、そこのところに 『星の家』の難しさが

ある。

◎少子化時代だからこそ

筆者は、『星の利 での活動を通して児童福祉の貧困さ

を広く社会に訴えていきたいと思つている。今、「児童虐

待」の嵐が吹き荒れ、児童相談所の機能は麻輝し、施設

はどこも満杯でこれ以上の受几潮まできないという状態

にある。養育の怠慢・放任のため保護が必要と判断され

ながらも 「生命の角磯はない」ということで、在宅のま

ま待機している子どもも多数存在している。施設入所中

の子どもについては、家庭復帰後の 「轟灘 ■の危険も

あり入所が長期化するケースが増えており、施設に空き

ができにくい状況にある。こうした現状は、虐待相談の

急増ぶりから見ても今後さらに悪化することが明らかで

ある。施設にしたってこれまで述べてきたように、被虐

待児に対して遼切なケアが提供されているとは言い難く、

子ども達は本当に救われるのであろう力、筆者には、子

ども達の悲痛な叫びが聞こえてくる。

少子化の時代だからこそ、一人ひとりの子ど【)が質の

高い養育を受け、社会貢献のできる自立した大人になる

ことが大切である。そのためにも多くの大人が子どもの

ことにもつと関心を持たなければならないと思う。『星の

家』は、NPrD法 ノム、青少年の自立を支える会を母体に多

くの市民に支えられているという点で、意義のある存在

であると思う。『星の利 から子どもの問題を発信してい

くとともに、数多くの人たちと連携し子どもの問題を訴

えていきたいと思う。

事務局 ・自立援助ホーム 「星の家」
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会量の声

層易蕨を求めて
中鱗謙作

昨年末から、仕事の関係
｀
輸 1「折に行った子蓬と知り

合うようになりましたt離 もが感じることだとは思いま

すが、 本人
一ノ`ヽほ皆、とても優ヒ′くて人の事を思いやれ

るいい子なの!こ、キ選 章嶺 で、なぜ家庭で、なぜ地域の

中で暴力や薬物に染まつていくの力ち原因は様 あ々ると

思いますが、私が知]り合つた数人を見ると共通している

ことがありました。そオ萌よ、皆、自分の居場所がなかつ

たことです。

学校で先生から「事f牛があると真・先に名前が挙がる」

「勉強がわからないのに親共 怒々られる」と言われたり、

また豹廷でも、「両親は11時 過ぎまで帰らない」
i父親

が厳iンすぎて家
'd可
も喋れないJ。まして、地域では 「O

Oさ んの子どもはどうしようもないJと 噂され、何人か

で集つていると 'あれは悪のグ/r―プだからJと 敬遠さ

れる。この子達は学校で、家庭で、地域で居場所がなか

ったから、皆で集まるしかなかつたり、自分を自分でし

か守れ′ないから人と距離を置いたりするので'L子 ども

から居場所を奪ったのも我々大人ですLン、誰も守ってあ

げないのも親だけでなく地域を含めた我々大人なので曳

では、実際どのような居場所が必要なの力、 これはま

だ議論の余地があると思いますが、絶対必要なことは、

「その子を認めてあげるJ駒 ミ求められているのだと思

いま|、 学校の中で当然のように行われてきた点数評価

二人笏 平価という誤つた評価が会社で、家庭で、そして

地域で求められているからこそ、評価されない子が知ら

ず知らずの内に、外に外にと追いやられてしまいま丸

駄目な子など最初からいるはずもなく、社会や地域から

駄日にされてしまつた子のための居場所は、時代の要求

でもあるのではないでしょうん、だからこそ、「青少年の

自立を支える会」がそしてこの主青がもつとも広まつて

いくことを願つてやみませ札

績種曲遜関あり絶酵`
原圏議

私が星の家の会員になった理由は、今年の春にとちぎV

ネットで事務局のアノレミイトをしていた時に、事務局長の

矢野さんが 「年収の10%は 寄付とフているJということを

聞き、3ヶ月般定ですがアノIろバイト代も出ることだし、仕

事でお世隷になったので星の家の会員になることにしま

し4

星の家も、とちぎVネ ットも運営資金を市民の会員寄付

として、多くの皆様に支えられています。ボランティアを

していると多くの市民団体の話をPF8く機会がありますが、

どこも田俸も運営資金には困つているのだと痛感しまし

た また、星の家について感じたことがあります、今年の

会具総会の時に、星夫婦のご苦労や熱意に驚かされたのほ

もちろんですが、その話を真剣に聞く多くの会員の皆様が

いたことt)また驚かされました。

隷 、は私も社会′人になります。会員の皆様という社会の

先輩を見習い、今後も会員として積極的に関わろうと思い

まとガ弘

ご支援ありが整うござじ札ます
●支援の輪(平成13年12月1日現在)

◇会員数 741名

◇会費 4,145,000円

(平成13年4月～平成13年11月)

◇寄付 1,182,559円

(平成13年4月～平成13年11月)


